
大阪広域水道企業団 地方独立行政法人

　地方独立行政法人法に基づき自治体が設立する法人。公立病院、公立大学、公衆衛生研究所などの運営
を自治体から切り離し、地方独立行政法人に委ねることにより、公共サービスの維持向上よりも採算が優
先されます。事業の縮小や職員の非正規化、賃金・労働条件の改悪など問題が全国各地で噴出しています。

今月のキーワード今月のキーワード今月のキーワード今月のキーワード 　大阪市を除く府内42市町村で設立されている一部事務組合で、水道用水供給事業、工業用水道事業及び
水道事業を行っています。これまで府内14市町村の水道事業が企業団に統合されています。住民に身近な
水道事業が市町村から切り離されて統合されることにより、サービスの低下が危惧されています。

３ 2024年４月15日　第402号　おおさか自治体の仲間 おおさか自治体の仲間　2024年４月15日　第402号 ２

住
民
と
と
も
に

住
民
と
と
も
に

結成総会は市民、労働組合員など83人が
参加して熱気に包まれました　　　　　

「裁判勝利をめざすつどい」で決意表明する
西本書記長（左）と東特別執行委員�（３月22日）

大阪自治労連、公営企業評議会、東大阪市職労が市民団体とともに街頭宣伝を
行い「水道の広域化にストップを」と呼びかけました（３月10日・東大阪市内）

　

門
真
市
長
は
、
労
使
間
で
の
対
応

や
協
議
な
ど
必
要
と
さ
れ
る
範
囲
で

上
司
の
個
別
の
承
認
に
よ
り
離
席
し

て
い
た
門
真
市
職
労
・
西
本
委
員
長

（
当
時
）
と
東
副
委
員
長
（
当
時
）

に
、「
正
当
な
理
由
な
く
勤
務
時
間

中
に
職
場
を
離
脱
し
た
」
と
し
て
不

当
に
も
懲
戒
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

秘
密
裏
に
離
席
の
状
況
を
約
半
年
間

に
わ
た
り
調
査
し
て
「
だ
ま
し
討

ち
」
で
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
、
団

結
権
を
保
障
し
た
憲
法
28
条
を
脅
か

す
も
の
で
す
。

　

２
人
の
役
員
は
懲
戒
処
分
の
取
消

を
求
め
て
公
平
委
員
会
に
審
査
請
求

し
ま
し
た
が
、
公
平
委
員
会
は
請
求

を
棄
却
す
る
不
当
な
裁
決
を
昨
年
９

月
に
下
し
ま
し
た
。
同
じ
法
律
事
務

所
出
身
の
２
人
の
弁
護
士
の
う
ち
１

人
が
市
の
顧
問
弁
護
士
、
も
う
１
人

が
公
平
委
員
を
務
め
る
と
い
う
公
平

さ
が
疑
わ
れ
る
裁
決
で
す
。
２
人
は

処
分
の
取
消
を
求
め
、
３
月
１
日

に
、
大
阪
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
ま

し
た
。
大
阪
自
治
労
連
は
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
支
援
を
呼
び
か
け
ま
す
。

担
う
市
民
病
院
を
市
の
責
任
で
充
実

さ
せ
る
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
岸
和
田
市
は
市
民
病
院
の
「
経

営
強
化
プ
ラ
ン
」
を
打
ち
出
し
、

「
地
方
独
立
行
政
法
人
が
最
適
で
あ

る
」
と
し
て
２
０
２
７
年
ま
で
に
移

行
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
方

独
立
行
政
法
人
は
独
立
採
算
を
基
本

と
し
て
お
り
、
感
染
症
医
療
や
小
児

科
・
産
科
な
ど
の
周
産
期
医
療
な
ど

阪
市
、
岸
和
田
市
、
八
尾
市
、
富
田

林
市
、
柏
原
市
、
高
石
市
）
の
水
道

事
業
統
合
が
白
紙
に
戻
り
ま
し
た
。

維
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合

維
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統
合
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化

広
域
化
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は

の
次
は「「
民
営
化

民
営
化
」」？？

　

大
阪
で
は
維
新
の
会
が
主
導
し

て
、
市
町
村
ご
と
に
運
営
さ
れ
て
い

「「
独
法
化

独
法
化
」」で
感
染
症
医
療
や

で
感
染
症
医
療
や

周
産
期
医
療
の
切
り
捨
て
が
？

周
産
期
医
療
の
切
り
捨
て
が
？

　

「
岸
和
田
市
民
病
院
の
医
療
を
充

実
さ
せ
る
会
」
の
結
成
総
会
が
３
月

30
日
、
岸
和
田
市
内
で
行
わ
れ
、
住

民
団
体
・
岸
和
田
市
職
労
・
地
域
労

連
か
ら
83
人
が
参
加
。
地
域
医
療
を

　

東
大
阪
市
議
会
は
３
月
26
日
、
市

の
水
道
事
業
を
大
阪
広
域
水
道
企
業

団
に
統
合
す
る
案
を
反
対
多
数
で
否

決
。
こ
れ
に
よ
り
府
内
６
市
（
東
大

の
不
採
算
医
療
な
ど
が
切
り
捨
て
ら

れ
る
危
惧
が
あ
り
ま
す
。
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結
成
総
会
で
は
、
大
阪
自
治
労
連

医
療
部
会
か
ら
「
地
方
独
立
行
政
法

人
に
移
行
し
た
大
阪
府
の
病
院
で

は
、
職
員
の
非
正
規
率
が
高
く
な
っ

た
。
気
持
ち
の
余
裕
も
な
く
患
者
さ

ん
に
し
わ
寄
せ
が
い
っ
て
い
る
。
市

民
病
院
は
市
民
の
財
産
。
声
を
あ
げ

て
い
か
な
い
と
変
わ
ら
な
い
」
と
の

発
言
。
国
立
病
院
の
労
働
者
で
つ
く

る
全
医
労
は
「
独
立
行
政
法
人
に
移

行
し
て
今
年
で
20
年
に
な
る
。
感
染

症
患
者
は
必
ず
受
け
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
は
国
か
ら
お

金
も
人
の
派
遣
も
な
か
っ
た
。
医
師

・
看
護
師
は
不
足
。
市
民
病
院
は
岸

和
田
市
が
責
任
を
持
つ
べ
き
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

る
水
道
事
業
を
大
阪
広
域
水
道
企
業

団
に
統
合
し
、
大
阪
府
域
全
域
で
一

つ
の
水
道
事
業
に
統
合
す
る
こ
と
が

ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
の

統
合
は
、
①
水
道
事
業
が
市
町
村
か

ら
切
り
離
さ
れ
、
災
害
時
に
迅
速
な

対
応
が
で
き
な
く
な
る　

②
水
道
行

政
や
料
金
が
市
町
村
で
決
め
ら
れ
な

く
な
る
な
ど
、
水
道
の
自
治
が
奪
わ

れ
る　

③
統
合
で
水
道
料
金
が
高
く

な
る
自
治
体
が
あ
る　

④
広
域
化
の

次
は
民
営
化
が
進
め
ら
れ
る
と
い
う

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
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い
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を
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」
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の
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の
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を
守
ろ
う
」

世
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訴
え
市
議
会
で
否
決

世
論
に
訴
え
市
議
会
で
否
決

　

大
阪
自
治
労
連
は
、
水
道
の
統
合

に
対
し
て
、「
い
の
ち
の
水
を
守
ろ

う
」
と
対
策
会
議
を
設
置
。
市
民
の

生
活
に
も
た
ら
す
問
題
を
明
ら
か
に

し
、
各
市
の
地
方
議
員
や
住
民
団
体

に
も
働
き
か
け
て
、
街
頭
宣
伝
や
チ

ラ
シ
の
配
布
な
ど
宣
伝
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
企
業
団
へ
の
統
合
案
に
反

対
す
る
市
民
の
世
論
が
議
会
の
内
外

で
高
ま
り
、
東
大
阪
市
議
会
で
の
否

決
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

独
立
行
政
法
人
化
に
よ
る
医
療
の
切
り
捨
て
許
さ
な
い

門
真
市
職
労
役
員
の
　
　

不
当
処
分
の
取
り
消
し
を

求
め
る
裁
判
に
支
援
を
　

「
災
害
に
対
応
で
き
な
く
な
る
」

「
水
道
の
自
治
が
奪
わ
れ
る
」

い
の
ち
を
守
る

い
の
ち
を
守
る

「岸和田市民病院の
医療を充実させる会」
を結成　

水道の
広域水道企業団への
統合にストップ

岸和田市東大阪市

３月30日３月30日

2024� 春闘

労働組合の労働組合の大阪衛都連第24回　　
職場・職種別交流集会

弱体化をねらった弱体化をねらった「「だまし討ちだまし討ち」」処分は許さない処分は許さない仕事の働きがい
や

仕事の働きがい
や

悩みを交流しま
せんか

悩みを交流しま
せんか

〝市民と自分のためにええ仕事がしたい〟
６月９日（日）13時開会
大阪グリーン会館２階ホール
� （オンライン併用）

参 加 費：無料
記念講演：「市民のために、いい仕事とは何か？
� ～自治体職員に期待すること」
� 講師　二宮厚美さん（神戸大学名誉教授）
６月より職場・職種別、テーマで分科会・講座を開催

スタートスタート
集　　会集　　会

　自治体で働く職員の働きがいや仕事
の悩みを交流し、「市民のためにいい
仕事とは何か」を学び、考える集会で
す。大阪の衛星都市自治体の税務、市
民課、国保、年金、生活保護、建設、
産業・農業、保健衛生など本庁関係の
職場で働く職員ならだれでも参加でき
ます。


